
 

 

 

               をして（ができるように）                   をする。 

学習過程 期待する「深い学び」の姿 

 

教師の問いかけや問い返し 

つかむ 

 

 

 

 

 

 

 

 

追究する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめる 

 

 

 

 

 

 

  

友達の考えを否定したり、笑

ったりせずによく聞いて、気

になることは尋ねよう。 

 

友だちの考えを聞いて、自分

の考えの中で変わったこと

や深まったことも伝えよう。 

「たずねびと」を

読む前と後で、自

分の気持ちを比

べてみよう。 

「たずねびと」を読

んで、友達の気持ち

はどう変わったのだ

ろう。 

 

なんで「たずねびと」

って題名なのだろう。

たずねびとって、誰だ

ろう 

 

友達は、どんな感

想や考えをもっ

ているのだろう。 

自分の大事なこと

が伝えられたな。 どんなきっかけ

でそう思うよう

になったのか尋

ねてみたいな。 

「たずねびと」ってなんだろう 

 

友だちの考えと、自分の

考えを比べてみたい 

友だちの意見を聞

いてみたい。 

「綾」の心情の変化は、整

理出来たけど、自分の気持

ちは、どうなりましたか。 

自分の学び

や成長を実

感し次の学

びに向かう 

場面 

デジタル教科書の「マイ黒板」を用い、自分の気持ちや考

えを共有することを通して、自分の考えを広げたり深めたり

し、単元の学習を振り返る。 

興味や関心

をもつ 

形態 

意図的 3，4人グループ → 深めるための自由共有 

 

前のグループで出た考えを

次のグループに伝えよう。 

友達は、どう変わったのかな。 

目的 

物語を読んだ後の自分の気持ちや考えを共有することで、

自分の気持ちや考えを広げ深めることができる。 

見通しをも

って粘り強

く取り組む 

全６時間中の６時間目 

＜本時のねらい＞ 

デジタル教科書の「マイ黒板」を用い、意見や感想を共有

することを通して、自分の考えを広げたり深めたりする。 

 

＜対話的な活動の設定＞   

自分と似ていると

ころや違うところ

を聞き取ろう。 

「綾」の心情が変わったことを表す叙述に着目し、物語の全体像を捉えることができるように、 

グループで話し合う活動をする。 

友達は、どんなことを感じたの

かな。 

授業デザインシート ５ 学 年  単 元 名 「 た ず ね び と 」 
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  国 語 科 学 習 指 導 案 

                                                  令和３年１１月１２日  ５校時 

                                                    ５年２組  指導者 山口 颯斗 

                                                    場所  ５年２組 教室 

【授業の視点】 

物語を読んで，自分の考えを広げたり深めたりするために，デジタル教科書の「マイ黒

板」を用いて，自分の気持ちや考えを共有したことは有効であったか。 

 

Ⅰ 単元（教材）名  物語の全体像をとらえ，考えたことを伝え合おう 

          （教材「たずねびと」朽木 祥 作） 

 

Ⅱ 考 察 

 １ 学習指導要領上の位置付け 

（知識及び技能） 

(1) オ 思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句の  

  関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊かにすること。また，語感や

  言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。 

（思考力，判断力，表現力等）「Ｃ 読むこと」 

(1)イ 登場人物の相互関係や心情などについて，描写を基に捉えること。 

(1)エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりするこ

と。 

(1)オ 文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめること。 

(1)カ 文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考えを広げること。 

（言語活動例）「Ｃ 読むこと」 

(2) イ 詩や物語，伝記などを読み，内容を説明したり，自分の生き方について考えたこ

  とを伝え合ったりする活動。 

 

 ２ 単元（言語活動と教材）について 

  本単元では，「たずねびと」を読み，物語全体を捉えたうえで，自分の考えや気持ちの変

化をまとめ，まとめたことを友達と伝え合うことで，人それぞれの感じ方や着眼点の違いを

知り，自分の考えを広げる言語活動を設定した。その価値は，以下の通りである。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この学習は，今後，５年の「やなせたかしーアンパンマンの勇気」の学習へと発展する。 

 

《単元を通して資質・能力を育成する上で大切にすること（教材の価値）》 

ア（知識及び技能） 

 ・物語の全体像や登場人物の心情を捉えるために，心情を表す言葉に着目すること。 

 イ（思考力，判断力，表現力等） 

 ・「綾」の前に現れるものや人物，情景，綾の心情の変化を基に，物語の全体像を捉え

ていく。 

 ・「たずねびと」を読んで変化した自分の考えや気持ちを伝え合う活動を通して，互い

のよさを認め合うことや，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。 

 ウ（学びに向かう力，人間性等） 

 ・単元全体の学習を通して，自分の考えや意見が変化していくことを知り，物語を

読む価値を自覚させ，今後の読書活動につなげること。 
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３ 本単元に関わる児童の実態 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 目 標  

 

 

 

 

 

 

     

 

Ⅳ 単元（題材）の評価規準 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 語感や思考に関わる語句の

量を増やし，話や文章の中

で使うとともに，語句と語

句の関係，語句の構成や変

化について理解し，語彙を

豊かにしている。また，語

感や言葉の使い方に対する

感覚を意識して，語や語句

を使っている。（(1)オ） 

① 「読むこと」において，人物

像や物語などの全体像を具体

的に想像したり，表現の効果

を考えたりしている。（C(1)

エ） 

② 「読むこと」において，文章

を読んで理解したことに基づ

いて，自分の考えをまとめて

いる。（C(1)オ） 

③ 「読むこと」において，文章

を読んでまとめた意見や感想

を共有し，自分の考えを広げ

ている。 

（C(1)カ) 

① 粘り強く物語の全体像を

想像し，学習の見通しを

もって，物語に対する思

いやりや考えを伝え合お

うとしている。 

 

 

 

 

(1) 語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うことができる。 

(2) ①人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすること

ができる。 

 ②文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考えを広げることができる。 

(3) 言葉がもつよさを認識するとともに，進んで読書をし，国語の大切さを自覚して思い

や考えを伝え合おうとする態度を養う。 



- 3 - 

Ⅴ  指導方針  

（知識及び技能） 

○「綾」の心情の変化を捉えやすくするために，場面や登場人物を整理し，行動や様子，

情景などに着目させるようにする。 

（思考力，判断力，表現力等） 

○表現の効果に着目しながら物語を読み，自分の考えを広げたり，深めたりするために，

デジタル教科書の「マイ黒板」を用いて，変化した自分の気持ちや考え及びその根拠に

ついてまとめさせる。 

（学びに向かう力，人間性等） 

○自分の考えを広げたり，深めたりすることができるようにするために，物語の全体像を

捉えてまとめた自分の考えを共有し，互いの考えを理解し合ったり，共通点や相違点を

明らかにしたりしながら交流させる。 

 

Ⅵ 指導と評価の計画   （全６時間計画，本時は６／６） 

過

程 

時 

間 

○ねらい 

めあて 

☆振り返り 

（意識） 

評価項目（評価方法） 

知識・ 

技能 

思考・ 

判断・ 

表現 

主体的に

学習に取

り組む態

度 

つ

か

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ○単元扉を読み，題名など

からどのような物語か想

像する。 

○全文を通読して感想や考

えをもち，単元の学習課

題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

☆「たずねびと」には

どんな意味が込めら

れているのだろう。 

☆戦争は怖いな。 

☆最後の場面に｢綾｣

の思いがたくさん書

かれているな。 

☆「綾」の気持ちがど

のように変わってき

たのかを流れに沿っ

てまとめていくとよ

さそうだ。 

 ○思② 

（発言・

記述） 

文章を読

んで理解

したこと

に基づい

て，自分

の考えを

まとめて

いる。 

・態① 

(発言・記

述)  

学習の見通

しをもって

学習計画を

立てようと

している｡ 

追

究

す

る 

２ 

 

 

○それぞれの場面で,「綾

」が出会ったものを整理

することを通して，広島

に行くまでの心情を捉え

ることができる。 

 

 

 

 

☆人物やものと「綾」

の関係が分かった。 

☆人物の行動や様子だ

けでなく，情景から

も心情を捉えること

ができるな。 

・知① 

（発言・

記述） 

登場人物

の心情を

捉えると

きに，語

感や言葉

の使い方

○思① 

（記述） 

叙述を基

に，表現

の効果を

考え，心

情を捉え

ている。 

 

物語の全体像をとらえ，

考えたことを伝え合お

う。 

「綾」の前に現れたもの

や人物を確かめて，心情

の変化について考えよ

う。 

物語の全体像を捉え，考

えたことを伝え合うため

に，どんな学習を行うか

計画をたてよう。 
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に対する

感覚を意

識してい

る。 

３ 

 

○広島での「綾」の心情を

捉えることを通して，物

語全体を通した，心情の

変化をまとめることがで

きる。 

 

 

 

 

☆「綾」の心情が前

半と比べて変化し

てきたな。 

☆人物の行動や様子だ

けでなく情景からも

心情を捉えることが

できるな。 

 

 

 

 

・知① 

（記述） 

登場人物

の心情を

捉えると

きに，語

感や言葉

の使い方

に対する

感覚を意

識してい

る。 

○思① 

（記述） 

心情の分

かる叙述

から表現

の効果を

考えてい

る。 

 

 ４ ○最後の場面を作品全体と

関わらせながら読み深め

ることを通して，物語の

全体像を捉えることがで

きる。 

 

 

 

 

☆「綾」は，展示物を

見て，本当に多くの

人が亡くなったと分

かり，ショックを受

けている。 

・知① 

登場人物

の心情を

捉えると

きに，語

感や言葉

の使い方

に対する

感覚を意

識してい

る。 

○思① 

（記述） 

心情の変

化を表す

叙述から

物語の全

体像を捉

えている｡ 

 

 ５ ○作品を読んで理解した全

体像を振り返ることを通

して，感想や考えをまと

め，自分の気持ちや考え

の変化に気づくことがで

きる。 

 

 

 

 

☆最初に書いた感想と

比べると，自分の考

えや気持ちが変わっ

ている。 

☆他の人はどんな感想

なのだろう 

☆どのような変化があ

ったか知りたいな。 

 ○思② 

（記述） 

物語の全

体像を振

り返り，

自分の感

想や考え

を書き，

変化に気

づいてい

る。 

・態① 

（発言・記

述） 

粘り強く物

語の全体像

を具体的に

想像し，物

語に対する

思いや考え

をまとめよ

うとしてい

る。 

広島での「綾」の心情を

まとめ，全体を通した心

情の変化について考えよ

う。 

「たずねびと」を読ん

で変化した自分の気持

ちや考えについてまと

めよう。 

最後の場面について，

一つ一つの表現に注意

して読み深めよう。 
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ま

と

め

る 

６
【
本
時
】 

○デジタル教科書の「マイ

黒板」を用い，意見や感

想を共有することを通し

て，自分の考えを広げた

り深めたりし，単元の学

習を振り返る。 

☆友達の話を聞いて，

自分の考えが広がっ

たな。 

☆友達の話を聞いて，

自分の考えが変わっ

た。 

☆友達の話を聞いて，

考えが広まったり，

変わったりしたので

他の人の考えを聞く

ことは大切だな。 

 ○思③ 

（発表・記

述） 

文章を読ん

でまとめた

意見や感想

を共有し，

自分の考え

を広げたり

深めたりし

ている。 

・態① 

（発言・記

述） 

粘り強く物

語の全体像

を具体的に

想像し，学

習の見通し

をもって，

物語に対す

る思いや考

えを伝え合

おうとして

いる。 

 

Ⅶ   本時の学習（本時は６／６） 

 １ ねらい 

デジタル教科書の「マイ黒板」を用い，気持ちや考えを共有することを通して，自分

の考えを広げたり深めたりすることができる。 

 

  ２  準備・資料 

指導者用タブレット 

     

  ３  本時の展開 

学習活動と子供の意識 時間 指導上の留意点・支援     

１ 前時までの学習を振り返り,

本時のめあてをつかむ。 

 

・ 友達は，この物語を読んで

どんなことを感じたのだろ

うか｡ 

・ 気持ちや考えにどんな変化

があったのか知りたいな。 

・ 自分の気持ちの変化と友達

の気持ちの変化を比べたい

な。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学習の見通しをもたせるために，前時までの学習を振り返

らせ，本時は，友達と気持ちや考えの共有をすることを伝

える。 

○ 単元の学習課題を達成するために，｢友達の気づきや考え｣

に着目したり，自分と比較をしたりしながら共有するよう

に伝える。 

○ 「広げる」は友達の意見を多く知ることで，「深める」と

いうことは，友達の気持ちや考えを聞いて，新しい発見や

納得することがあったり，自分の意見に変化があったりす

ることだと伝える。 

○ 深めるためには，友達の気持ちや考えを聞いて，自分との

違いや良さを見つけられるとよいと伝える。 

○ 自分の考えをわかりやすく伝えるため，前時に作成したデ

ジタル教科書の「マイ黒板」を使って根拠となる資料を提

示することを伝える。 

○ 互いの意見共有を活発にするために，疑問に思ったことを

質問したり，思ったことを伝えたりするように伝える。 

○ 伝え方に困り感がある児童には，「最初は□□と思ってい

たけど，物語の中の◇◇がきっかけで，△△という気持ち

に変わりました。」という話型を使ってもよいと伝える。 

評価項目 

「たずねびと」を読んで変

化した自分の気持ちや考え

について，友達と共有し，

考えを広げたり，深めたり

しよう。 

 

 

「たずねびと」を読ん

で変化した自分の気持

ちや考えについて，友

達と共有し，考えを広

げたり，深めたりしよ

う。 
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２ 自分の気持ちや考えを友達

と共有する。 

(１)グループで共有を行う。 

 

・ 自分とは全然違うところに

着目しているな。 

・ 違う場面に着目しているの

に自分と似た気持ちの変化

があったんだな。 

・ 戦争は怖いと思っていただ

けだけど，二度と起こして

はいけないとも思うように

なったな。 

 

35 ○ 考えを広げることができるようにするために，マイ黒板の

資料や気持ち，考えを把握し，異なる場面に着目した児童

同士で４人１組のグループを決めておく。 

○ 初発の感想から前時に書いた感想への変化の根拠をわかり

やすくするために，児童１人１人が作成したデジタル教科

書の「マイ黒板」を用いる。 

○ 深い学びに繋げるために，１回の発表につき聞き手は積極

的に質問や感想を伝えるように指示をする｡ 

○ 発表されたことに対して，質問やコメントすることに困っ

ている児童に対しては，自分の考えと比較してどうなのか

伝えてみるように促す。 

○ 時間が余っているグループには，自由にたずねびとについ

ての交流を行うように伝える。  

(２)めあてを確認する。 

 

・ 自分の気持ちや考えをより

広げたり，深めたりするに

はどうしたらよいだろう。 

・ 深めるために，もっと質問

しようかな。 

 

 ○ 児童の気持ちや考えを広げたり，深めたりするために，め

あてを確認する。 

○ 自由に共有を行う際に，気持ちや考えをより広げたり深め

たりするために，発表者に聞き手側が，自分の意見と比べ

た意見やよさを伝えるように伝える。 

(３)自由に共有を行う。  

・ １回目の話し合いとは，違

う意見が聞けた。 

・ 物語の同じところに着目し

ているけど，自分とは考え

方が違うな。 

・ 色々な友達の気持ちや考え

を聞いているうちに，自分

の気持ちが変わってきた。 

・ 戦争の怖さを伝えていかな

くてはいけないな。 

 

 ○ タブレットを持って歩き回り，いろいろな友達と様々な意

見や多様な意見を共有するように伝える。 

○ 初発の感想から前時に書いた感想への変化の根拠をわかり

やすくするために，児童１人１人が作成したデジタル教科

書の「マイ黒板」を用いる。 

○ 「マイ黒板」で作成してある根拠を見やすく提示するよう

に指示する。 

○ 発表されたことに対して，質問やコメントすることに困っ

ている児童に対しては，自分の考えと比較してどうなのか

伝えてみるように促す。 

 

 

（４）全体で共有する。 

・ 最初の感想と最後の感想 

・ そんな風に思っている友達

もいるんだ。自分とは違う

意見だったな。 

・ 自分の意見と似てるんだけ

ど少し違う部分があるな。 

・ 言われてみればそうかもし

れないな。 

・ おばあさんが出てきた場面

に着目しているのか。 

・ 犠牲になった一人一人に未

来があったはずなのにな。 

・ 「たずねびと」って，アヤ

だけでなく，原爆の犠牲に

なった人々をたずねている

からなのか。 

 ○ 気持ちや考えが広がったり，深まったりしたことを実感さ

せるために，意図的指名を行い，初発の感想と読後の感想

を取り上げ，全体に問い返しを行う。 

○ 児童の気持ちや考えを深めるために原爆で亡くなった人の

ことを忘れずに繋いでいきたいという感想を取り上げ，繋

いでいくのが大切な理由を全体に問い返す。 

○ 全体の気持ちや考えを深めるために，全体で考えたい感想

を取り上げ，全体に問い返しを行う。 

○ 理解を深めるために，題名がどうして「たずねびと」なの

か問う。 

評価項目  思③ （発言・振り返りシート） 

文章を読んでまとめた気持ちや考えを共有し，自分の考

えを広げたり，深めたりしている。 
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３ 本時を振り返る。 

 

・ 自分の気持ちと同じ人がた

くさんいたな。 

・ 友達の話を聞いて，自分の

考えや気持ちがまた変わっ

たな｡ 

・ 戦争は怖いと思っていただ

けだけど，二度と起こして

はいけないとも思うように

なったな。 

・ 戦争の怖さを伝えていかな

くてはいけないな。 

・ 広島以外のことも調べてみ

たいな。 

５ ○ 本時のめあてを達成できたか確認させるため，振り返りを

する場を設定する。 

○ 振り返りで，考えや気持ちが広がったり，深まったりした

ことを実感させるため，友達の気持ちや考えを共有して，

どう感じたか，自分の考えはどのようになったかを考え，

書くように伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《板書計画》 
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